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研究成果の概要（和文）：(1)トヨク第20窟正壁の壁画は非常に保存状態が悪いが、エルミタージュ美術館に保存され
る断片と、ドイツ探検隊の記録を参照することによりかなりの部分を復原できる。また表面を泥で覆われた側壁の壁画
や題記を、赤外線写真と画像処理によってある程度その内容が観察できるようにした。
(2)クムトラ第75窟の題記を撮影・画像処理して、判読不能であった題記の読みを確認することに成功した．その内容
を壁画と比較し、それらが密教の観想と関わりのあることを明らかにした。
(3)ギメ美術館所蔵の劣化した観経変相を撮影・処理して明瞭化し、その内容がエルミタージュ美術館所蔵のものと密
接に関係していることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：(1) The paintings on the rear wall of Toyok Cave 20 are poorly preserved, but by 
referring to fragments kept in the State Hermitage Museum and a record of the German Turfan expedition, I 
have restored significant portions. In addition, through infrared photography and image processing, I 
have made it possible to observe to a certain extent paintings and inscriptions, which are covered with 
mud, on the side wall of that cave.
(2) Through digital processing and (somewhat hypothetical) restoration, I have made the faded long 
inscription on the rear wall of Qumtura Cave 75 partly legible. By comparing its content with the 
paintings on the same wall, I have shown that they are tied to Esoteric visualization.
(3) Through infrared photography and image processing, I have clarified images of a Guanijng bianxiang 
(MG. 17669) kept in the Guimet Museum. It turns out that this Guanjing bianxiang is closely tied to 
another Guanjing bianxiang (Дx. 316) stored in the State Hermitage Museum.

研究分野： 仏教学、仏教美術
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１．研究開始当初の背景 
 
 中央アジアの美術・文字資料（特に石窟

壁画およびその題記）を扱おうとする研究

者が一様に遭遇する困難は，資料の劣化・

退色が著しく，観察の難しい場合が多いと

いうことである．文化財調査においては，

高精細デジタル写真や赤外線写真等の技法

が用いられている．ただ，これらの手法に

はそれぞれに長所・短所があり，一種類の

撮影方法だけでは十分な成果が得られない

ことが多い．しかし，複数の手法で撮影し

た画像を合成することにより，しばしばよ

り良好な結果が期待できる．可視光写真と

赤外線写真を合成する手法は赤外カラー合

成写真と呼ばれ，天文学をはじめとするさ

まざまな学問領域で既に用いられているが，

仏教研究に応用された例はまだ少ない．本

研究は，この技法を用いて石窟壁画等の仏

教美術資料を調査し，禅観実践の解明を進

めようとしたものである． 

 中央アジア壁画のデジタル復原のこれま

での成果としては，龍谷大学によるベゼク

リク第 15 窟の復原が注目に値するが，切

り取られて世界に分散してしまった壁画断

片のデータに基づき壁画全体の本来の姿を

推定しようとする龍谷大学の手法と，肉眼

では判別困難な画像・文字資料を判読可能

なかたちに復原することを重視する本研究

の手法には，力点の相違がある．本研究に

より，これまで利用困難であった画像・文

字資料が利用可能になるならば，その意義

は大きいと思われた． 

 私はまた単に壁画のみに注目するのでは

なく，石窟の中で具体的にどのような実践

が行われていたかの検討を進め，その成果

の一部を 2007 年トロント大学で行われた

国 際 シ ン ポ ジ ウ ム (Visualizing and 

Performing Buddhist Worlds) や，2008 年

にトゥルファンで開催された「第三届吐魯

番学国際学術研討会」で 発表した．さらに

2011 年に台湾で開催された「第 15 回国際

仏教学会」においては，石窟の用途を検討

するパネルを自ら組織し，日・米・伊の専

門家の参加を得て討論を深めた．  

 私はさらに，禅観の実践と関係していた

と見なされることが多い「観経変相」の展

開についても，画師達の制作過程を視野に

入れた研究を継続しており，その成果の一

部は，2009 年にサンクト・ペテルブルクで

行われた「国際敦煌学会」や 2010 年にムン

バ イ で 行 わ れ た 国 際 学 会 (Buddhist 

Meditation: Texts, Tradition and Practice) で

発表したほか，2010 年には U.C.バークレー，

スタンフォード大学およびニューデリーの

インド国立博物館で招待講演を行った．こ

の方面についての研究もさらに発展させる

ことを目指していた． 

 これらの複眼的な視点から往時の仏教者

の禅観実践の諸相を明らかにすることが，

本研究の意図したところである． 
 
２．研究の目的 
 
 これまで利用することが難しかった保存

状態の悪い壁画と題記を，写真の専門家の

アドバイスも頂きつつ，少しでも多く利用

可能なかたちにして学界に提供すること．

その上で，必要に応じて古ウイグル語等の

他分野の専門家とも協力しつつ，分析を進

めること．そして最終的には，それらの知

見を，私が学位論文以来取り組んできてい

る禅観経典の研究に組み込んで，新彊にお

ける禅観実践を包括的に明らかにする研究

をまとめることが，今回の研究の目的であ

った． 
 
３．研究の方法 
 

 研究対象となる壁画・題記を有する石窟，

ならびに絵画資料を所蔵する博物館に出張

し，高精度写真の撮影が可能なデジタルカメ

ラにより，可視光・赤外線等の技法を用いて



撮影を行う．撮影した画像に対し，コンピュ

ーターでデジタル処理を加えて宣明な画像

を得た上で，その内容を文献資料と比較して

その内容を分析・解釈することが，今回の研

究の基本的方法である． 

 
４．研究成果 
 

 今回の主たる成果としては，トヨク第20窟

に関するもの，トヨクK18に関するもの，クム

トラ第75窟に関するもの，およびギメ美術館

所蔵観経変相MG. 17669に関するものが挙げ

られる． 

(1)トヨク第20窟は私にとって永年の研究テ

ーマであったが，その研究を大きく発展させ

た成果を，今回 Epigraphic Evidence in the 

Pre-Modern Buddhist World 所収の拙稿

(Toyok Cave 20: Paintings and 

Inscriptions)で発表することができた．その

概要は以下の通りである．トヨク第20窟正壁

の壁画は大部分が失われており，現地に残る

断片から往時の姿を想像することは難しい．

しかし，正壁から剥落した壁画の一部はサン

クト・ペテルブルクのエルミタージュ博物館

で保存されており，この画像を現地に残る壁

画の画像にデジタル処理によって嵌め込むこ

とが可能である．さらにグリュンヴェーデル

がAltbuddhistische Kultstätten in 

Chinesisch-Turkistan の中にこの部分のス

ケッチを残しているので，これを重ね合わせ

ることよってエルミタージュ所蔵断片の欠損

部分を補うことが可能になる．また，トヨク

の他の石窟の正壁壁画と比較しつつ，第20窟

正壁の壁画の痕跡を丹念に観察することによ

り，かつてそこには樹木と蓮華中の童子が，7 

X 7の格子模様のなかに描かれていたことが

知られる．また，左下には椅子に座る人物の

描かれていたことも明らかになる．なお想定

の難しい欠損部分も一部残るとはいえ，以上

の復原により正壁の壁画の内容がかなり知ら

れるようになったのである． 

 また，洞窟左壁の壁画のうち泥で覆われて

観察の非常に難しい部分の赤外線写真を撮影

し，これを処理することにより従来考察の対

象とはされていなかった二区画の壁画および

題記をある程度復原することに成功した．そ

のことにより，観想の対象として一つには植

物のつぼみ，もう一つには上に大きな炎をも

つ多角形の物体が描かれていることが明らか

となった．またこれらに附された題記に対し

ても判読を試みた．その結果，本石窟左壁の

壁画の個々の要素が『観無量寿経』と密接な

関係にあることと，それらの配列が経典のそ

れと全く一致しなことが改めて確認できたの

である． 

(2)トヨクK18は近年発掘されたトヨク渓谷東

岸の中心柱式仏堂遺跡であるが，壁画の多く

が永年土砂に埋もれていたため，特に下部の

壁画が不明瞭な状態である．私は2014年の「吐

魯番与絲綢之路経済帯高峰論壇」において，

この石窟の中心柱背面の壁画について赤外線

写真を用いて検討した結果を発表した．中央

部は大きく剥落していて検証不可能であるが，

中心柱背面に向かって左側の上部には菩薩立

画像の痕跡が認められ，右側の下部にはグリ

ュンヴェーデルのスケッチ通りの宝柱が確認

できる．これらの点から，この部分の壁画は

一部で言われているような涅槃図ではなく，

グリュンヴェーデルが伝える通り仏三尊画像

であった可能性が高い．そうすると，その下

に並ぶ八人の人物についても，一部で推測さ

れているように八王ではなく，それ以外の可

能性（菩薩等）を考えるべきであろう． 

(3) クムトラ第 75 窟も私の永年の研究テー

マで，折に触れて論じてきたところであるが，

2013 年度の再撮影とその処理結果により大

きく研究が進展した．本窟正壁の題記は 1979

年の発見当初から極めて不明瞭な状態であ

ったが，近年退色が進んで殆ど判読不能な状

態になっている．さらにこの題記には墨が用

いられていなかったようで，そのため赤外線



写真が有効ではなく，これが研究に対する大

きなネックとなっていた．今回高精度可視光

撮影の結果を詳細に観察して字の輪郭の痕

跡を丹念にたどることにより，かなりの部分

を判読することに成功した．この結果，従来

の読みとは違う読みを提示することが可能

になったのである．私が判読した題記の内容

は，伝統的な禅観をベースとしつつも密教的

要素を含むものであり，それは正壁壁画の内

容とも符合するものであって，このことによ

り壁画と題記の内容を統一的に理解するこ

とが可能となったのである．このことについ

ては，2014 年のシンポジウム Chinese and 

Tibetan Tantric Buddhism において概要を口

頭発表した．また，今回の撮影により，同石

窟右壁には従来知られていなかった古ウイ

グル語の題記が存在することも明らかとな

った．これらの結果については，新彊亀茲研

究院を通じて中国側の研究者と連携しつつ，

論文として発表する準備を進めつつある． 

(4) ギメ美術館に蔵される観経変相 MG. 

17669 も保存状態がよくなく，従来公刊され

ている不明瞭な画像に基づいて研究するこ

とは非常に困難であった．しかし，2012 年度

に同美術館に直接赴いて可視光および赤外

線（ただし，この時は赤外線ライトを用いず

可視光カットフィルターのみを使用した）に

よる高精度写真撮影を行い，その結果をデジ

タル処理することによって，従来よりはるか

に明瞭な画像を得ることに成功した．これに

より内容を詳細に検討した結果，MG. 17669

はエルミタージュ美術館所蔵の観経変相 Дx. 

316 と密接に関係していることが明かとなっ

た．Дx. 316 は恐らくは MG. 17669 よりは一世

代遅れるものであり，MG. 17669 もしくはそ

れと非常に近い内容の観経変相を参照しつ

つ描かれたものであろう．また，両作品とも

観経変相の典拠である筈の『観無量寿経』を

参照して描かれたのではなく，画師達が先行

の作品を模倣し，内容を十分理解せずに描い

た可能性が高い．両作品ともその内容は『観

無量寿経』から大きく乖離したものであり，

したがってこれらの作品を用いて『観無量寿

経』所説の観法を修することはできないので

ある． 
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